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１、美登位「創作の家」見学 
 旧美登位小学校の校舎を見学させてもらった。現在、２室

は年間契約で２名の方が予約し、使用しているが、体育館と

もう１室ある研修室は予約さえすれば使えるとのこと。施設

を見学しながら、美登位の地質や植生、歴史や自然について

も教えていただいた。 

 

２、かまどづくり 
 有機野菜を調理するためのかまどを作った。ブロックを利

用して作成。風向き、薪の高さなどを考慮し作成する。なお、

米飯についてはかまどを利用して調理した。全て薪で調理す

る。なお火起こしにはライジングサンで回収した割りばしを

再利用した。 

 

 

３、有機野菜調理 
 すぐ隣で野菜を栽培しているはるきちオーガニックファ

ームの有機野菜を使い、夏野菜カレーとサラダを調理した。

トマト、キュウリはサラダに。カレーには、ズッキーニ、パ

プリカ、エンドウ豆、その日に収穫したジャガイモを使用し

た。 

 

４、有機野菜試食 
 お米もこげずに上手に炊き上がった。ジャガイモ、ズッキ

ーニ、トマトを使ってラタトゥイユも調理した。野菜の自然

な甘さを感じることができ、大変おいしかった。 

 

５、薪割り体験（２種） 
 斧による薪割りと、薪割り機（小学生等の子どもでも薪を

安全に割るための機械。手動。）を用いた薪割りを体験した。

また、効率よく薪を割るための方法を考えてから薪を割ると

いったアクティビティーも体験した。その後、森の役割につ

いても紙芝居方式で教えていただいた。 

 


